
 

国際共同行動 
●２０２６年５月１４日(木) 
●国内: ＦＡＮＵＣ国内各事業所要請行動など 
 
 
●国外: 米国・メキシコ・アイルランド・ドイツ・韓国・台湾など予定 

 ※詳細は決まり次第ホームページで公表します。 
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ＦＡＮＵＣ株式会社の 
全国事業所 

ＺＥＮＫＯ(平和と民主主義をめざす全国交歓会)  https://zenko-peace.com/ 
 担当:山川 携帯電話 090-8536-3170  Email zenkoweb@gmail.com 

 

◆現在も続くパレスチナ虐殺と占領支配 
▸米国・トランプ政権とイスラエル・ネタニヤフ政権による国際法を無視

したイランへの侵略攻撃が行われています。連日、これに関する報道が

行われていますが、現在もパレスチナにおける虐殺と占領は続いていま

す。 

▸イスラエルはガザ地区だけでなくヨルダン川西岸自治区に軍隊を送り不

法入植を拡大し、市民を虐殺しています。また米国が主導する｢平和評

議会｣を通じたパレスチナの不当な占領支配策動が進められています。 
 
◆米国・イスラエルに加担する日本政府・日本企業 
▸高市政権は、｢平和評議会｣参加と１０億ドルの拠出、ＣＭＣＣ(文民・

軍調整センター)への人員派遣を進めようとしています。またＧＰＩＦ 

 (年金積立金管理運用独立行政法人)の年金資産を運用し、イスラエル国債やイスラエル企業の株式株を約１兆

円も購入しています。これらは日本政府による、イスラエルの虐殺についての直接加担と言えます。 

▸さらに三菱重工やＩＨＩ、ＦＡＮＵＣなど多くの日本企業が、虐殺に加担する武器の部品の製造やサプライ

チェーンを通じた製造ラインをイスラエルに輸出し提供していると指摘されています。 
 
◆国連で虐殺加担を報告された日本企業・ＦＡＮＵＣ(ファナック)株式会社 
▸山梨県に本社を持つＦＡＮＵＣは、世界的な工作機械や産業用ロボットの製造メーカーです。このロボット

が、イスラエルの虐殺に使用されている１５５ｍｍ砲弾を製造する軍需企業｢エルビット・システム社｣で使用

されている可能性を国連で指摘されています。ＦＡＮＵＣに事実関係を公表させると同時に、これが行われて

いるのであれば、直ちに取引を停止させていかなければなりません。みなさん、ご参加ください。 

▸ＦＡＮＵＣ本社（山梨県）▸北海道支店▸埼玉・浦和サービスセンタ▸茨城・筑波支店▸東京・日野支社▸横浜サービスセンタ 
▸名古屋支社▸名古屋サービスセンタ▸静岡・浜松サービスセンタ▸三河サービスセンタ▸大阪支店▸大阪・枚方サービスセ
ンタ▸岡山・中国支店▸広島支店を予定 ≪検討中≫▸石川・白山支店▸福岡・小倉サービスセンタ九州支店 
※この他、宮城・東北支店/新潟・越後支店/長野サービスセンタ/富山サービスセンタの協力団体・個人を募集中。 
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